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1
21
災
害
時
に
孤
立
の
可
能
性
が
あ
る
集
落
と

の
、
防
災
行
政
無
線
等
の
動
作・操
作
確

認
を
目
的
と
し
た
訓
練
を
実
施

孤
立
集
落
通
信
訓
練

3
18

岩
出
根
来
Ｉ
Ｃ
〜
和
歌
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
が
開
通
し
、

県
内
の
京
奈
和
自
動
車
道
が
全
線
供
用

京
奈
和
自
動
車
道　

紀
北
西
道
路
供
用
開
始

3
21
消
防
職（
団
）員
の
技
能
向
上
の
た
め
、
全
国

初
と
な
る
自
然
災
害
対
応
訓
練
施
設
を
備

え
、
女
性
消
防
職（
団
）員
の
受
け
入
れ
に
も

対
応
し
た
施
設
と
し
て
完
成

和
歌
山
県
消
防
学
校
竣
工
式

3
26

紀
の
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
世
界
遺

産
高
野
山
を
含
む
紀
北
地
域
で
大
規
模
サ

イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

わ
か
や
ま
サ
イ
ク
リ
ン
グ

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７

3
28

平
成
28
年
の
外
国
人
宿
泊
者
数
が
平
成

27
年
比
17
％
増
の
５
０
万
１
９
１
人
を

記
録 史

上
初
の
外
国
人
宿
泊
者
数

５０
万
人
達
成
！

2
14

和
歌
山
県
と
国
立
研
究
開
発
法
人
産
業

技
術
総
合
研
究
所
が
、
相
互
に
協
力
し
、

県
内
企
業
の
技
術
開
発
を
促
進
さ
せ
る
協

定
を
締
結

和
歌
山
県
と
産
業
技
術
総
合
研

究
所
が
協
定
締
結

7
31

明
治
期
の
木
造
和
風
意
匠
の
県
会
議
事

堂
と
し
て
現
存
唯
一
で
あ
る
こ
と
が
高
く

評
価
さ
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
。
3
月

2
日
に
は
、
昭
和
12
年（
1
9
3
7
年
）の

定
例
会
以
来
80
年
ぶ
り
と
な
る
本
会
議

（
一
般
質
問
）を
実
施

旧
和
歌
山
県
会
議
事
堂
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

8
31
平
成
33
年
度
に
開
学
を
予
定
し
て
い
る
薬
学
部
の
設
置
に
向
け
、
県
立

医
科
大
学
、
県
及
び
和
歌
山
市
が
連
携・協
力
す
る
こ
と
を
目
的
に
協

定
を
締
結

県
立
医
科
大
学
薬
学
部
設
置
に
か
か
る
協
定
締
結

9
3

仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
、
行
政
と
企
業
が
連
携
し
、「
わ
か
や
ま

結
婚・子
育
て
応
援
企
業
同
盟
」を
発
足
。
キ
ッ

ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
県
民
文
化
会
館
に
お

い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

わ
か
や
ま
子
育
て
応
援

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７

9
11
熊
野
灘
沖
の
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
に
加
え
、
紀
伊
水
道
沖
に
設
置
さ
れ
た
Ｄ
Ｏ

Ｎ
Ｅ
Ｔ
２
の
津
波
観
測
情
報
を
活
用
し
、
予
報
対
象
区
域
を
県
内
の
沿
岸

全
１８
市
町
９８
カ
所
に
拡
大

津
波
予
報
業
務
の
対
象
区
域
の
拡
大

8
2

情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
、
リ
ゾ
ー
ト
地
等
で
働
き
な
が
ら
休
暇
等
を

と
る
新
し
い
働
き
方「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」の
魅
力
と
和
歌
山
県
の
魅
力

を
発
信
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
関
す
る
東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム

4
1

「
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
」と「
林
業
研
修
部
」を
新
設
し
た
、
次
世
代
の
農

林
業
を
担
う
人
材
を
養
成
す
る「
和
歌
山
県
農
林
大
学
校
」が
誕
生

新
生　
和
歌
山
県
農
林
大
学
校
開
校

淡
輪
ラ
ン
プ
〜
平
井
ラ
ン
プ
が
開
通
し
、
第
二
阪
和

国
道
が
全
線
供
用

第
二
阪
和
国
道　

淡
輪
ラ
ン
プ
〜
平
井
ラ
ン
プ　

供
用
開
始

視
覚
障
害
者・聴
覚
障
害
者
に
対
す
る
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の

拠
点
と
し
て
、
和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
内
に「
和
歌
山
県
視
聴
覚
障
害
者
情
報

提
供
施
設（
点
字
図
書
館・視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
）」が
開
所

和
歌
山
県
視
聴
覚
障
害
者
情
報
提
供
施
設
開
所

6
6

平
成
３１
年
の
開
催
に
向
け
、
全
県
を
挙
げ
て
大
会

の
準
備・円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め「
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
実
行
委
員
会
」

を
設
立

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま

2
0
1
9
実
行
委
員
会
」

設
立
総
会・第
1
回
総
会
の
開
催

6
19
平
成
28
年
の
宿
泊
客
数
と
日
帰
り
客
数
を
合
わ
せ
た
観
光
入
込
客
総

数
が
史
上
最
高
の
約
3
，
４
8
7
万
人
を
記
録
。
２
年
連
続
で
史
上
最

高
を
更
新

観
光
客
総
数
が
史
上
最
高
を
記
録

6
30

文
部
科
学
省
の
認
可
を
受
け
、
平
成
３０
年
４
月
開
設
が
正
式
に
決
定

東
京
医
療
保
健
大
学「
和
歌
山
看
護
学
部
」開
設
が

正
式
決
定

10
11

歴
史
的・技
術
的・社
会
的
価
値
の
あ
る
か
ん
が
い
施
設
と
し
て
、
県
内
で

初
め
て「
小
田
井
用
水
路
」が
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
に
登
録

「
小
田
井
用
水
路
」

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
登
録
決
定

10
24

女
性
が
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、
継
続
し
て
働
き
活
躍
で
き
る
職
場
環
境

の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
企
業・団
体
に
よ
る「
女
性
活
躍
企
業
同
盟
」を

発
足 女

性
活
躍
企
業
同
盟
発
足
式・記
念
講
演

11
19

梅
製
品
の
消
費
拡
大
や
地
域
へ
の
誘
客
促
進
な
ど

本
県
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、
首
都
圏
で
初

め
て
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

12
2

楽
し
み
な
が
ら
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

お
も
し
ろ
環
境
ま
つ
り

4
28

多
く
の
文
化
芸
術
を
育
ん

で
き
た
和
歌
の
浦
に
関
す

る
ス
ト
ー
リ
ー「
絶
景
の

宝
庫　
和
歌
の
浦
」と
醤
油

造
り「『
最
初
の
一
滴
』醤

油
醸
造
の
発
祥
の
地　
紀

州
湯
浅
」が
日
本
遺
産
に

Ｗ
認
定

日
本
遺
産「
絶
景
の
宝
庫　
和
歌
の
浦
」

「『
最
初
の一滴
』醤
油
醸
造
の
発
祥
の
地　
紀
州
湯
浅
」

Ｗ
認
定

5
19

治
安
維
持
活
動
の
拠
点
と
し
て
、
耐
震

性
の
あ
る
新
庁
舎
が
新
宮
市
に
完
成

新
宮
警
察
署
新
庁
舎

竣
工
式

「
み
な
べ・田
辺
の
梅
シ
ス
テ
ム
」

世
界
農
業
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
東
京

和歌の浦夕景

湯浅の町並み

し
ょ
う
ゆ

わかやま2017 年を振り返ってねん ふ かえ
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